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[bookmark: _Hlk207357601]評価機関承認に係る遵守事項の誓約書

　　　　年　　月　　日
独立行政法人情報処理推進機構
　理事長　齊藤　裕　殿

住所
申請者の名称　　　　　　　　　　　　印
所属、役職
申請責任者　　　　　　　　　　　　　印

[bookmark: _Hlk207357832]セキュリティ要件適合評価及びラベリング制度による評価機関の承認の申請を行うにあたっては、「セキュリティ要件適合評価及びラベリング制度の評価機関承認等に関する要求事項 (JSM-03) 」に基づき、下記の事項に従うことを誓約します。また、承認取得後も、下記の事項に継続して従うことを誓約します。

記

１．独立行政法人情報処理推進機構 (以下「機構」という。) が定めたセキュリティ要件適合評価及びラベリング制度の基本規程、並びにセキュリティ要件適合評価及びラベリング制度の評価機関承認等に関する要求事項を遵守すること。

２．評価報告書又はその一部が独り歩きしても誤解を生じたり、有効性が失われたりしないだけの十分な技術内容のものであること。

３．評価機関候補は、認証機関の監督の下で評価作業を実施する。試行評価中の案件について、認証機関による現地調査を要求された場合は受入れ、かつ、認証機関の指示に基づき評価作業の実施記録を開示する等、必要な便宜を図り対応すること。

４．認証機関が評価機関承認の要求事項を変更した場合、妥当な期間内にその要求事項に適合するために必要な業務手順の変更等の措置を完了し、認証機関に評価機関承認の変更届を提出すること。

５．適合ラベル取得申請の対象機器に対する評価の瑕疵を理由に申請者から損害賠償請求を受けた場合、当該申請に対する認証において機構に故意又は重過失がない限り、機構には一切の責任を問わないこと。

６．適合ラベル取得申請の対象機器に対する評価の瑕疵を理由に利用者等申請者以外の者から損害賠償請求を受けた場合、機構には一切の責任を問わないこと。
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